
SS sstteebbrr uuaa aa vol.677vol.677
 2 2

◆　　　　更別村成人式　　　　　　　　Ｐ ２〜 4

◆　永年勤続功労者表彰　　　　　　　　　    　　Ｐ 5

◆　確定申告はお早めに！　　　　　　　　    　　Ｐ 6 〜  7

◆　村のわだい　　　　　　　　　    　  　   　Ｐ 10 〜 11

◆　村からのお知らせ　　　　　　　　　　     　　Ｐ 12 〜 13

　1 月 26 日、「更別村小学校及

び更別村内スケート大会」が開

催されました。

　晴天の空の下、競技は小学１

年生から行われ、選手のみなさ

んはゴールを目指して一生懸命

に滑っていました。



　
１
月
13
日
、
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
平
成
31
年
更
別
村
成
人
式

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
華
や
か
な
振
り
袖
や

袴
、
真
新
し
い
ス
ー
ツ
に
身
を
包

ん
だ
新
成
人
35
名
が
集
ま
り
、
友

人
と
の
久
し
ぶ
り
の
再
会
を
喜
び

合
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
晴
れ
姿

を
見
よ
う
と
会
場
を
訪
れ
た
保
護

者
や
地
域
の
み
な
さ
ん
か
ら
は
祝

福
の
言
葉
が
贈
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

　
多
く
の
来
賓
が
見
守
る
中
、
成

人
式
実
行
委
員
の
大
友
葵
さ
ん
と

七
海
詩
織
さ
ん
の
司
会
で
式
は
進

行
。
西
山
村
長
か
ら
「
み
な
さ
ん

一
人
一
人
が
限
り
な
い
無
限
の
可

能
性
を
も
っ
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ

ま
な
こ
と
に
果
敢
に
挑
戦
し
、
自

分
自
身
の
人
生
を
積
極
的
に
切
り

拓
い
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
切
に
望

ん
で
い
ま
す
」
と
新
成
人
へ
期
待

を
込
め
た
激
励
の
言
葉
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　
続
い
て
、
成
人
を
迎
え
る
決
意

と
し
て
杉
本
航
大
さ
ん
と
安
村
栞

上更別区

赤
あかさか

坂　友
ゆ づ

都さん

協和区

家
いえつね

常　太
た い き

暉さん

東京都

石
い し の

野　泰
たいすけ

佑さん

若葉町

遠
えんどう

藤　　開
かい

 さん

札幌市

及
おいかわ

川　　忍
しのぶ

 さん

南更別区

大
お お た

田　蒼
そ う し

士さん

更南区

大
おおとも

友　　葵
あおい

 さん

花園町

梶
かじ

　汐
せ り か

里花さん

音更町

小
こ で ら

寺　杏
あ ん な

奈さん

帯広市

齋
さいとう

藤　咲
さ あ や

彩さん

緑町

酒
さ か い

井　嘉
か こ

子さん

本町

佐
さ と う

藤　友
ゆうすけ

佑さん

緑町

澤
さわむら

村　泰
やすひろ

弘さん

函館市

宍
し し ど

戸　建
た け る

元さん

函館市

島
し ま だ

田　利
と し き

樹さん

錦町

杉
すぎもと

本　航
こうだい

大さん

北更別区

髙
たかはし

橋　紀
の り か

香さん

音更町

髙
たかはし

橋　裕
ひ ろ と

翔さん

埼玉県

田
た な か

中　姫
き り

麗さん

柏町

中
な か の

野　　光
ひかる

 さん

帯広市

七
ななうみ

海　詩
し お り

織さん

更別区

八
は っ た

田　佳
け い ご

剛さん

錦町

 林
はやし

　　華
か す み

純さん

神奈川県

林
はやしなか

中　　翔
しょう

 さん

札幌市

渕
ふちやま

山　実
み の り

里さん

東京都

細
ほ そ や

矢　和
か ず き

希さん

南更別区

宗
むなかた

像　彩
あ や の

乃さん

札幌市

山
やまかど

角　乃
の あ

愛さん

帯広市

山
や ま だ

田　　努
つとむ

 さん

更生区

山
やまなか

中　　唯
ゆい

 さん

音更町

安
やすむら

村　栞
か ん な

菜さん

旭川市

鑓
やりみず

水　　晶
あきら

 さん

愛知県

若
わかばやし

林　秀
ひ で き

貴さん

札幌市

渡
わたなべ

辺　詩
し の

乃さん

上更別南区

渡
わたなべ

辺　琳
り ん か

佳さん

菜
さ
ん
が
「
誓
い
の
言
葉
」
を
力

強
く
読
み
上
げ
た
後
、
松
橋
昌
和

村
議
会
議
長
、
若
園
則
明
Ｊ
Ａ
さ

ら
べ
つ
代
表
理
事
組
合
長
な
ど
か

ら
の
お
祝
い
の
言
葉
に
対
し
、
新

成
人
を
代
表
し
て
成
人
式
実
行
委

員
長
の
大
田
蒼
士
さ
ん
が
お
礼
の

言
葉
と
こ
れ
か
ら
の
抱
負
を
述
べ

ま
し
た
。

　
今
月
号
で
は
、
式
典
に
出
席
さ

れ
た
新
成
人
の
み
な
さ
ん
と
、
式

典
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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こ
の
た
び
、
更
別
消
防
団
や
Ｊ
Ａ
さ
ら
べ
つ
、
更
別
村
商
工
会
な
ど
で
そ
れ

ぞ
れ
永
年
勤
続
功
労
者
表
彰
式
が
行
わ
れ
、多
年
に
わ
た
り
勤
務
に
精
励
さ
れ
、

そ
の
功
績
が
顕
著
な
方
に
対
し
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
各
団
体
で
表
彰
を

受
け
ら
れ
た
み
な
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

永
年
勤
続
職
員
表
彰

川
原
　
仁
志
・
幸
田
　
茂
美

●
30
年
表
彰

●
20
年
表
彰

安
宅
　
純
一

北
海
道
消
防
表
彰

田
中
　
康
雄

●
功
労
章

今
井
　
智
裕

●
10
年
勤
続

水
口
　
光
浩

●
永
年
勤
労
章

北
海
道
消
防
協
会
表
彰

水
口
　
光
浩

●
30
年
勤
続

髙
木
　
　
徹

●
20
年
勤
続

今
井
　
智
裕

●
10
年
勤
続

北
海
道
消
防
協
会

　
十
勝
地
方
支
部
表
彰

加
藤
　
昌
生
・
阪
本
　
隆
俊

●
15
年
勤
続

村
上
　
幸
一
・
若
園
　
裕
幸

山
田
　
和
範
・
髙
橋
　
直
人

●
５
年
勤
続

更
別
消
防
団
表
彰

●
勤
功
章

髙
橋
　
洋
平

山
田
　
和
範
・
若
原
　
　
拓

宗
宮
　
紘
汰
・
磯
　
　
賢
汰

渡
辺
　
秀
樹
・
佐
藤
　
　
亨

●
25
年
勤
続

髙
瀨
　
大
輔
・
清
水
　
祐
一

田
中
　
千
春
・
中
島
　
貴
子

北
海
道
商
工
会

　
　
　
　
連
合
会
長
表
彰

石
井
恵
美
子

北
央
道
路
工
業

（株）
十
勝
営
業
所

●
20
年
勤
続

戸
田
　
幸
浩

（有）
本
間
農
機

堀
越
　
正
志

（株）
山
内
組

十
勝
管
内
商
工
会

　
　
　
　
連
合
会
長
表
彰

●
15
年
勤
続

高
橋
み
ゆ
き

（有）
片
岡
商
店

中
村
ち
づ
る

（有）
片
岡
商
店

山
内
　
昌
子

（有）
片
岡
商
店

観
野
　
真
理

（株）
テ
ィ
ー
・
ワ
イ

日
下
　
栄
由

北
央
道
路
工
業

（株）
十
勝
営
業
所

平
本
奈
三
子

（株）
山
内
組

更
別
村
商
工
会
長
表
彰

●
10
年
勤
続

河
合
　
直
美

（有）
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
さ
ら
べ
つ

佐
藤
　
　
裕

一
般
社
団
法
人
オ
ア
シ
ス

吉
田
　
道
博

（株）
山
内
組

木
村
　
勝
好

（株）
山
内
組

増
田
　
　
均

（株）
山
内
組

蜂
谷
　
芳
信

（有）
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
さ
ら
べ
つ

松
橋
　
良
子

一
般
社
団
法
人
オ
ア
シ
ス

●
５
年
勤
続

優
良
職
員
表
彰

二十歳を迎えた抱負

成人式実行委員長　大田蒼士さん

　
　
　
人
式
を
迎
え
た
と
い
う
だ
け
で
全
く
実
　
　

　
　
　
感
は
湧
か
な
い
で
す
。
多
分
そ
れ
は
自

分
だ
け
で
な
く
他
の
同
級
生
達
も
同
じ
こ
と
を

思
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
よ
く
あ
っ
と
い
う

間
に
二
十
歳
に
な
っ
た
と
い
う
表
現
を
し
ま
す

が
、
自
分
的
に
は
そ
ん
な
こ
と
は
な
く
意
外
に

長
く
感
じ
て
い
ま
す
。
も
う
そ
れ
ぞ
れ
が
自
立

し
た
大
人
に
な
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
歳
な
の

で
、
今
ま
で
関
わ
っ
た
家
族
、
親
戚
、
先
生
方

や
地
域
の
方
々
、
仲
間
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
こ
れ
か
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
の
道
で
活
躍
す

る
こ
と
が
一
番
の
成
長
を
届
け
る
こ
と
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

　
　
　
れ
か
ら
先
の
こ
と
は
ど
う
な
る
か
わ
か

　
　
　
り
ま
せ
ん
。「
現
在
だ
け
を
耐
え
忍
べ

ば
い
い
。
過
去
に
も
未
来
に
も
苦
し
む
必
要
は

な
い
。
今
、
こ
の
瞬
間
を
頑
張
れ
ば
い
い
」
こ

ん
な
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
自
分

は
正
し
か
ろ
う
が
間
違
っ
て
い
よ
う
が
自
分
ら

し
く
生
き
た
い
。
安
易
に
服
従
し
て
し
ま
う
臆

病
者
よ
り
よ
っ
ぽ
ど
か
っ
こ
い
い
と
思
う
し
立

派
な
人
生
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
に
誇
り
を

持
っ
て
先
輩
方
に
恥
じ
な
い
よ
う
、
後
輩
達
に

尊
敬
さ
れ
る
よ
う
こ
れ
か
ら
精
進
し
ま
す
。

成こ

実行委員のみなさん、お疲れ様でした！

式を終えた新成人のみなさんはコムニの里さら

べつを訪れ、人生の大先輩のみなさんと交流を図

りました。

　新成人は一人ひとり自己紹介をし、「世界に一

つだけの花」の合唱を披露。コムニの里利用者の

みなさんと笑顔でふれあい、終始和やかな時間を

過ごしました。

コムニの里さらべつを訪問

成人式実行委員会

前列左から

　安村さん、宗像さん、小寺さん、齋藤さん、

　七海さん

後列左から

　杉本さん、大田さん、大友さん
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申告に必要なもの

税金が戻ってくる場合があります！

●収入金額が分かるもの

◆給与所得・退職所得・公的年金などの雑所得が

　　ある方は源泉徴収票 ( 原本 )

◆不動産収入・事業収入・譲渡収入のある方は、

　　収入金額が分かる書類

●必要経費が分かるもの　

　◆国民年金保険料の控除証明書

　◆国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療

　　保険料の領収書

　　( 更別村役場会場で申告される場合は不要です )

　◆生命保険や地震保険などの控除証明書

　◆不動産収入・事業収入・譲渡収入のある方は、

　　それに係る経費など

　◆寄附金控除を受ける場合は寄附先の団体などか

　　ら交付を受けた受領証や預り証など

　◆医療費控除を受ける場合は病院や薬局の領収書

　　( あらかじめ受診者ごと、医療機関ごとに集計

　　し、明細書などに記入してください )

　◆住宅借入金等特別控除を受ける場合は契約書等

　　の必要書類

●所得税が還付される方は、申告者名義の金融機関

　と口座番号の分かるもの

●「確定申告のお知らせ」ハガキまたは確定申告書

　( 税務署から送付されている方のみ )

●マイナンバーのわかるもの

( マイナンバーカード、通知カード、住民票など )

●本人確認書類

　( マイナンバーカード、免許証、保険証など )

●印鑑

　( 認印可。スタンプ印不可 )

●医療費控除

　平成 30 年中に病気やケガなどで医療費を 10 万

円以上（所得が 200 万円未満の場合は所得金額の

５％以上）支払った場合、所得から控除することが

できます。

●住宅借入金等特別控除

　住宅ローンなどを利用してマイホームを新築、購

入、増改築し、平成 30 年中に居住され一定の要件

を満たしたときは、10 年間控除を受けることがで

きます。

　控除を受ける最初の年は確定申告をする必要があ

りますが、給与所得者は２年目から年末調整で控除

を受けることができます。

　平成 29 年まで毎年確定申告を行っている方へは、名前などがあらかじめプ

リントされた確定申告書が１月下旬から２月上旬に税務署から送付されていま

　
勤
務
先
で
年
末
調
整
を
さ
れ
て
い
な

い
方
や
、
次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま

る
方
は
確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

　
給
与
所
得
を
得
て
い
る
多
く
の
方

は
、
事
業
所
が
年
末
調
整
を
し
て
い
る

た
め
確
定
申
告
を
行
う
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
年
末
調
整
さ
れ
て
い
る
方
で

も
以
下
に
該
当
す
る
方
は
確
定
申
告
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

●
給
与
の
年
間
収
入
金
額
が
２
千
万
円

　
を
超
え
る
方

●
給
与
を
１
か
所
か
ら
受
け
て
い
て
、

　
給
与
所
得
及
び
退
職
所
得
以
外
の
所

　
得
の
合
計
額
が
20
万
円
を
超
え
る
方

(

例)

給
与
以
外
に
不
動
産
所
得
や
山
林

　
　
所
得
、
一
時
所
得
な
ど
が
あ
っ
た

　
　
方
が
該
当
し
ま
す
。

●
給
与
を
２
か
所
以
上
か
ら
受
け
て
い

　
て
、
か
つ
、
そ
の
給
与
の
全
部
が
源

　
泉
徴
収
の
対
象
と
な
る
場
合
に
お
い

　
て
、
年
末
調
整
を
さ
れ
な
か
っ
た
給

　
与
の
収
入
金
額
と
、
各
種
の
所
得
金

　
額
（
給
与
所
得
、退
職
所
得
を
除
く
）

■
確
定
申
告
を
す
る

必
要
が
あ
る
方

①

給
与
所
得
が
あ
る
方

　
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
の
み

で
、
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
の
金

額
か
ら
所
得
控
除
を
差
し
引
く
と
、
残

額
が
あ
る
方
は
確
定
申
告
書
の
提
出
が

必
要
で
す
。

た
だ
し
、
公
的
年
金
等
の
収
入
金

額
が
４
０
０
万
円
以
下
で
、
そ
の
公
的

年
金
等
の
全
部
が
源
泉
徴
収
の
対
象
と

な
っ
て
お
り
、
公
的
年
金
等
に
係
る
雑

所
得
以
外
の
各
種
の
所
得
金
額
が
20
万

円
以
下
で
あ
る
場
合
に
は
、
所
得
税
等

の
確
定
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
所
得
税
等
の
確
定
申
告
が
必
要
な
い

　
場
合
で
あ
っ
て
も
、
所
得
税
等
の
還

　
付
を
受
け
る
た
め
に
は
、
確
定
申
告

　
書
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
外
国
企
業
か
ら
受
け
取
っ
た
退
職
金

な
ど
、
源
泉
徴
収
さ
れ
な
い
も
の
が
あ

る
方
は
、
確
定
申
告
書
の
提
出
が
必
要

と
の
合
計
額
が
20
万
円
を
超
え
る
方

(

例)

昨
年
中
に
転
職
し
前
職
で
得
た
給

　
　
与
の
源
泉
徴
収
票
を
提
出
し
忘
れ

　
　
た
方
も
こ
ち
ら
に
該
当
し
ま
す
。

②

公
的
年
金
等
に
係
る

雑
所
得
の
み
の
方

③

退
職
所
得
が
あ
る
方

　
各
種
の
所
得
金
額
の
合
計
額
（
譲
渡

所
得
や
山
林
所
得
を
含
む
）
か
ら
所
得

控
除
を
差
し
引
き
、
そ
の
金
額
（
課
税

さ
れ
る
所
得
金
額
）
に
所
得
税
の
税
率

を
乗
じ
て
計
算
し
た
税
額
か
ら
配
当
控

除
額
及
び
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
額

を
差
し
引
い
た
結
果
、
残
額
の
あ
る
方

は
、確
定
申
告
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

※
上
記
の
①
〜
④
に
あ
て
は
ま
ら
な
い

　
方
で
あ
っ
て
も
、
上
場
株
式
等
に
係

　
る
譲
渡
損
失
と
配
当
所
得
等
と
の
損

　
益
通
算
及
び
繰
越
控
除
の
特
例
の
適

　
用
を
受
け
る
方
な
ど
は
、
確
定
申
告

　
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

で
す
。

　
た
だ
し
、
退
職
金
な
ど
の
支
払
者
に

「
退
職
所
得
の
受
給
に
関
す
る
申
告
書
」

を
提
出
し
た
場
合
、
一
般
的
に
退
職
所

得
に
係
る
所
得
税
等
は
源
泉
徴
収
に
よ

り
課
税
が
済
む
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
退
職
所
得
の
申
告
は
不
要
と
な
り

ま
す
。

④

①
〜
③
以
外
の
方

◆医療費控除額 ( 最高 200 万円 ) の計算方法

◆セルフメディケーション税制
( 最高８万８千円 ) の計算方法

　また、医療費控除の特例としてセルフメディケー

ション税制が利用できます。これは、予防接種など

疾病の予防や健康の増進への一定の取組をした方

が、対象の医薬品を一定額以上購入した場合に、そ

の購入費の一部を所得から控除できる制度です。

＝
平成30年中
に支払った
医療費の額

保険金など
で補てんさ
れる金額

10 万円または総所
得金額の５％のい
ずれか少ない金額

ー ー

ただし、医療費控除との併用はできませんのでご注

意ください。

＝
平成30年中に支払った
対象薬品の購入額

１万２千円ー

ご確認ください！

役場住民生活課住民税係

中條　百絵　主事

したが、平成 29 年分確定申告からは、それに代えて「確

定申告のお知らせ」と書かれた圧着ハガキが送付され

る方が増えています。このハガキが届いた方で、前ペ

ージの「確定申告をする必要がある方」に該当する場

合は、確定申告が必要です。役場で確定申告をされる

場合は、こちらのハガキもあわせてご持参ください。

　なお、確定申告書や記載要領については役場に備え

てあります。

　また、役場の開庁時間に来られない方は、事前にお

電話をいただければ対応することも可能です。

　
平
成
31
年
１
月
１
日
現
在
、
更
別
村

に
居
住
し
、
平
成
30
年
中
に
収
入
の

あ
っ
た
方
は
村
・
道
民
税
の
申
告
が
必

要
で
す
。
た
だ
し
、
所
得
税
及
び
復
興

特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
が
済
ん
で
い

る
場
合
、
勤
務
先
で
年
末
調
整
が
済
ん

で
い
る
場
合
、
あ
る
い
は
前
年
中
に
公

的
年
金
等
以
外
の
所
得
が
な
い
場
合
は

申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
村
・
道
民
税
の

申
告
が
必
要
な
方

●帯広税務署　　●役場住民生活課住民税係

　☎ 24 − 2161　　☎ 52 − 2112

問い合せ

●確定申告に関する情報提供

　◆国税庁ホームページ

　　平成 30 年分　確定申告特集

　　http://www.nta.go.jp/taxes/shiraberu/

　　shinkoku/tokushu/index
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　村では、特定不妊治療 ( 体外受精及び顕微授精 ) を受けている方に対し、保険診療適用外となる治療費の一部を

助成しています。

特定不妊治療費を助成しています

●申請・問い合せ　役場子育て応援課母子保健係　☎ 53 − 3700

【対象となる治療】

●北海道知事が指定する指定医療機関及び、それと

　見なされる医療機関で受けた治療

※夫婦以外の第三者から精子・卵子・胚の提供によ

　る代理母等のものは対象外です。

●男性特定不妊治療（単独での助成は不可）

【対象者】

●夫婦のいずれかが更別村に住所を有しており、治

　療を受ける妻の年齢が 43 歳未満の方

●夫婦とも村税及び村の税外徴収金に滞納がない方

●同一の治療に対して他の市町村から同様の給付を

　受けていない方

【助成額と回数】

●１回 20 万円を上限とします

( 治療内容によっては１回 10 万円を上限とします )

※１回の治療に要した費用が上限額に満たないとき

は、その治療に要した額となります。

※北海道による助成を受けた場合は、治療費から北

　海道の助成金を控除した金額となります。

●治療開始時の妻の年齢が 40 歳〜 43 歳未満の方は

通算 3 回までの助成となります。

【助成の申請】

●治療が終了した年度内に申請してください。

【申請する際に必要なもの】

①申請書 ( 子育て応援課窓口にあります )

②指定医療機関等証明書

③北海道特定不妊治療費助成事業指令書の写し

　※北海道の助成を受けた方のみ

④治療に係る費用の領収書の写し

⑤銀行の口座がわかるもの

⑥印鑑

特定不妊治療費を助成しています

　国では、認知症の方の意思が尊重され、できる限り

住み慣れた地域の良い環境で自分らしく暮らし続ける

ことができる社会を目指して、平成 27 年に「新オレ

ンジプラン」を策定しました。新オレンジプランの１

つに「認知症の容態に応じた適時・適切な医療・介護

等の提供」があり、その中に「認知症ケアパスの作成・

積極的活用」が挙げられています。認知症ケアパスは、

更別村認知症ガイドブックと
「さらべつ版」認知症ケアパスについて

○更別村認知症ガイドブック及び「さらべつ版」認知症ケアパスの内容

認知症の方やその家族が認知症と疑われる症状が発生

した場合に、いつ、どこで、どのような医療や介護サー

ビスを受ければ良いか、地域の特性に合わせて記載さ

れたものです。村では、平成 29 年 12 月に『更別村

認知症ガイドブック及び「さらべつ版」認知症ケアパ

ス』を作成し、全戸配布しました。認知症に関する相

談は年々増えています。ぜひ、ご活用ください。

●問い合せ　役場保健福祉課包括支援係　☎ 53 − 3000

　更別村認知症ガイドブックは、認知症に関

する正しい知識と村内の社会資源を掲載し、

認知症に関することを１冊にまとめました。

認知症になっても村で自分らしい生活が送れ

るよう、理解を深めていただけると幸いです。

  「さらべつ版」認知症ケアパスは、認知症

の段階に応じて、どのような支援が受けられ

るかを一目でわかるよう表で示し、見えると

ころに貼ることで、日頃から認知症予防に取

り組めるよう作成しました。

◆  受診のポイント

◆  予防方法や接し方のポイント

◆  相談窓口
◆  段階に応じた本人・家族の心構え
　  のポイント

◆  村内で受けられるサービスの内容

◆  認知症がどのように進行するのか◆  認知症はどのような病気か

希望される方は、保健福祉課で配布しますので、お気軽にお声がけください。

各課・施設の電話／メールアドレス →　総　務　課　☎ 52 − 2111　　soumu@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　企画政策課　☎ 52 − 2114　　kikaku@sarabetsu.jp

■住宅を建てるときはご連絡を！

■戸別受信機使用上の注意 

　役場からおおむね２km以上距離があると、外部アンテナの設置と屋内への配線が必要になります。ただし、

２km 以内でも建物や周囲の状況により外部アンテナの設置が必要になる場合があります。住宅を新築され

る場合は事前にご相談ください。

　外部アンテナの設置費用は村が負担しますが、配線が複雑になる場合などは一部個人負担となりますので

ご了承ください。

 ・緊急放送時は自動的に最大音量になります。

 ・受信に影響を及ぼす場合がありますので、パソコンやテレビなどの家電製品

　からはできるだけ離して設置してください。

 ・携帯電話の充電器と同じコンセントの使用を避けてください。

 ・放送が入らない、途中で止まる、聞こえ方がおかしいなど不調がある場合は

　ご連絡ください。

●問い合せ　役場総務課庶務係　☎ 52 − 2111
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10

農村環境改善センターで夢ん子工作教室が開催され、

17 名の小学生が参加しました。

　今回の教室では、オリジナルトートバッグを製作しま

した。子どもたちはバッグにマーカーや動物などが描か

れた消しゴムハンコで色づけし、消毒用エタノールを吹

きかけて模様をつくり、太陽や花柄をイメージした色鮮

やかな作品を完成させました。

　更別小学校３年の河合柊弥くんは「とても楽しかった

です。次の機会も参加してみたいです」と話していました。

福祉の里総合センターでこころの健康づくり講演

会が開催され、約 20 名が参加しました。

　一般社団法人日本アンガーマネジメント協会理事

の長縄史子さんを講師に「心に寄り添うアンガーマ

ネジメント」と題し、怒りの感情への対処法が解説

されました。また、参加者は簡単なチェックシート

を用いた「アンガーマネジメント診断」やカードゲー

ム、「怒らない体操」を体験し、怒りの感情との付

き合い方を楽しく学びました。

12/1612/25
自分と相手の心に寄り添う

こころの健康づくり講演会を開催

各課・施設の電話／メールアドレス →　産　業　課　☎ 52 − 2115　　sangyou@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　住民生活課　☎ 52 − 2112　　jyuumin@sarabetsu.jp

自分だけの作品を製作

夢ん子工作教室を開催

VILLA
G

E
T

O
P

I
C
S

VIL
LA

G
E

T
O

P
I
C

S 村の

わだい

11

９/１２

1/21

各課・施設の電話／メールアドレス →　建設水道課　☎ 52 − 5200　　kensetu@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　出　納　課　☎ 52 − 2113　　suitou@sarabetsu.jp

1/21

12
月
28
日
、
村
民
ス
ケ
ー

ト
リ
ン
ク
で
小
学
３
年
生
か

ら
６
年
生
を
対
象
と
し
た
ス

ケ
ー
ト
教
室
が
開
催
さ
れ
、
バ

ン
ク
ー
バ
ー
五
輪
に
出
場
し

た
土
井
慎
吾
さ
ん
を
講
師
に
、

ス
ケ
ー
ト
少
年
団
に
通
う
多

く
の
児
童
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
午
前
中
に
実
施
さ
れ
た
３
・

４
年
生
の
部
で
は
、
基
礎
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
中
心
と
し
た

練
習
メ
ニ
ュ
ー
を
こ
な
し
ま

し
た
。
滑
る
姿
勢
や
コ
ー
ナ
ー

の
基
礎
を
学
ぶ
練
習
な
ど
を

通
し
て
子
ど
も
た
ち
は
み
る

み
る
上
達
し
、
楽
し
ん
で
滑
っ

て
い
ま
し
た
。

村の今後を見据えて

村づくり懇談会が開催
熱気あふれる会場

さらべつさんうどんのイベントが開催

熱中食堂でどんぐり推進部会主催のわんこうどん

が開催され、村内外から 15 名が参加しました。

　更別産の小麦きたほなみを使用した「さらべつさ

んうどん」をより多くの方に親しんでもらおうと初

めて開催。うどんは生麺が用意され、参加者はコシ

と歯ごたえのある麺を次々と口に運んでいました。

　参加した道見知也さん ( 更別区 ) は「人が集まる

イベントが開催され、素晴らしいことだと思います。

また参加したいです」と話していました。

1/7
十勝晴れの空の下

消防団出初式が開催

毎年恒例となった更別消防団出初式が行われ、第

一分団と第二分団から多くの団員が参加。団員たち

は引き締まった表情で消防活動に携わる決意を新た

にしました。

　更別消防署前に集まった団員は、人員報告や服装・

機械器具点検を行った後、多くの来賓が見守る中、

更別市街本通りで太田智範団長を先頭に、今年度更

新した防火衣を身にまとい足並み揃った分列行進を

披露しました。

1/18
災害に備えて

災害ボランティアに関する協定を締結

村社会福祉協議会と「更別村ボランティアセン

ターの設置及び運営に関する協定」を締結しました。

　この協定は、災害が起きた場合に村と社会福祉協

議会で相互に協力することでいち早い復興への取り

組みを可能とし、村民の生活の早期安定を図ること

を目的としています。

　締結式で西山村長は「災害時のボランティアセン

ターの役割は非常に大きいと考えており、協定の締

結を心強く感じています」と述べていました。

　ＪＡさらべつで平成 30 年度村づくり懇談会が開催さ

れ、役場や農協、商工会、森林組合の役員など 71 名が

出席し、基調講演や現況報告が行われました。

　基調講演では、株式会社勝毎光風社取締役社長の永田

耕司氏が「地域イベントとコミュニケーション」と題し

て講演。イベントは、情報の発信者と参加者が双方向の

コミュニケーションが可能で、地域活性化に重要な要素

になると解説しました。講演後には参加機関の代表がそ

れぞれの現状と課題を報告し、情報を共有しました。
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☎

☎

り
改
正
さ
れ
ま
す
。

　　　　
役
場
保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
53
・
３
０
０
０

　
役
場
子
育
て
応
援
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
53
・
３
７
０
０

　
牛
、
馬
、
め
ん
羊
、
鶏
な
ど
の
動

物
を
１
頭
（
羽
）
以
上
飼
わ
れ
て
い

る
方
は
、「
家
畜
伝
染
病
予
防
法
」

に
お
い
て
、
毎
年
２
月
１
日
現
在
の

頭
羽
数
な
ど
を
知
事
へ
報
告
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
報

告
の
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

●
定
期
報
告
が
必
要
な
動
物
の
種
類

　
牛
、
水
牛
、
鹿
、
馬
、
め
ん
羊
、

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を

村
外
の
医
療
機
関
で
接
種
さ
れ
た
方

に
対
し
、
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成

し
て
い
ま
す
。

●
対
象
者

　
生
後
６
か
月
以
上
の
村
民

●
助
成
金
額

　
接
種
に
か
か
っ
た
金
額
か
ら
自
己

負
担
額
１
０
０
０
円
を
除
い
た
金
額

を
助
成
し
ま
す
。
た
だ
し
、
助
成
額

の
上
限
は
２
０
０
０
円
で
す
。

●
手
続
き

　
接
種
金
額
が
記
載
さ
れ
た
領
収
書

と
印
鑑
、
口
座
番
号
の
分
か
る
も
の

を
持
参
し
、
申
請
書
を
役
場
保
健
福

祉
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請

書
は
保
健
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。

●
申
請
期
限

　
３
月
29
日
（
金
）

　
役
場
保
健
福
祉
課
保
健
推
進
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
53
・
３
０
０
０

　
心
身
に
著
し
い
障
害
が
あ
る
た

め
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
に
特
別

の
介
護
を
必
要
と
す
る
20
歳
以
上
の

方
に
支
給
さ
れ
る
特
別
障
害
者
手
当

な
ど
の
月
額
が
、
平
成
30
年
の
物
価

変
動
率
（
１
・
０
％
）
に
基
づ
き
、

平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら
次
の
と
お

12各課・施設の電話／メールアドレス　→　議会事務局　☎ 52 − 2117　　gikai@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　農業委員会　☎ 52 − 2116　　nougyou@sarabetsu.jp

山
羊
、
豚
、
い
の
し
し
、
鶏
、
あ
ひ
る
、

う
ず
ら
、
き
じ
、
だ
ち
ょ
う
、
ほ
ろ

ほ
ろ
鳥
、
七
面
鳥

※
愛
玩
動
物
と
し
て
飼
わ
れ
て
い
る

方
も
定
期
報
告
は
必
要
で
す
。

　
役
場
産
業
課
畜
産
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
52
・
２
１
１
５

　
北
海
道
十
勝
家
畜
保
健
衛
生
所

　
　
　
　
　
　
　
☎
59
・
２
０
２
１

　
牛
に
か
か
わ
る
家
畜
人
工
授
精
師

を
養
成
す
る
た
め
の
講
習
会
を
開
催

し
ま
す
。

　
５
月
13
日（
月
）〜
６
月
６
日（
木
）

　
ま
で
の
日
曜
日
を
除
く
22
日
間

・
修
業
試
験

　
６
月
６
日
（
木
）
〜
７
日
（
金
）

　
清
水
町
役
場
御
影
支
所

　
　
　
　
　
　
　
　（
御
影
公
民
館
）

　
清
水
町
御
影
東
１
条
５
丁
目
１
ー
１

●
受
講
資
格

　
牛
に
か
か
る
家
畜
人
工
授
精
師
の

免
許
を
取
得
し
よ
う
と
す
る
方
で
、

家
畜
改
良
増
殖
法
第
17
条
の
規
定
に

該
当
し
な
い
方
。

●
受
講
人
数

　
30
名
程
度

●
受
講
料
（
修
業
試
験
料
含
む
）

　
６
０
０
０
０
円

●
受
講
手
続

　
受
講
願
書
、
履
歴
書
な
ど
を
一
般

社
団
法
人
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
北
海
道

理
事
長
宛
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
提
出
期
限

　
３
月
11
日
（
月
）
必
着

　
〒
０
６
０
ー
０
０
０
４

牛
の
家
畜
人
工
授
精
に
関
す
る

講
習
会
を
開
催
し
ま
す

ド
な
ど
）
も
し
く
は
、
基
礎
年
金
番

号
が
確
認
で
き
る
も
の
（
年
金
手
帳

な
ど
）

・
母
子
健
康
手
帳

※
出
産
後
の
届
出
の
場
合
、
母
子
健

康
手
帳
は
原
則
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
帯
広
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
☎
25
・
８
１
１
３

　
役
場
住
民
生
活
課
戸
籍
窓
口
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
52
・
２
１
１
２

　
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在
の

登
録
に
基
づ
い
て
課
税
さ
れ
る
税
金

で
す
。
引
っ
越
し
な
ど
で
住
所
が
変

わ
っ
た
と
き
な
ど
は
、
運
輸
支
局
で

変
更
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
（
変
更
登
録
）

●
自
動
車
を
売
買
し
た
と
き

　
（
移
転
登
録
）

●
自
動
車
を
使
用
し
な
く
な
っ
た
と
き

　
（
抹
消
登
録
）

　
平
成
31
年
度
の
自
動
車
税
納
税
証

明
書
を
確
実
に
お
届
け
す
る
た
め

に
、
３
月
中
に
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。
変
更
登
録
が
間
に
合
わ
な
い

と
き
は
、
札
幌
道
税
事
務
所
に
ご
連

絡
し
て
い
た
だ
く
か
、
道
税
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
自
動
車
税
の
住
所
変
更

手
続
き
が
可
能
で
す
。

　
札
幌
道
税
事
務
所
自
動
車
税
部

　
　
☎
０
１
１
・
７
４
６
・
１
１
９
７

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
４
月
１
日
か

ら
施
行
さ
れ
る
働
き
方
改
革
関
連
法

に
対
応
し
た
36
（
サ
ブ
ロ
ク
）
協
定

な
ど
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
ま

し
た
。
詳
し
く
は
厚
生
労
働
省
ま
た

は
北
海
道
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
各
労
働
基
準
監
督
署
の
労

働
時
間
相
談
・
支
援
コ
ー
ナ
ー
で
働

き
方
改
革
へ
の
取
組
を
は
じ
め
と
し

た
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
北
海
道
労
働
局

　
　
　
　
　
　
労
働
基
準
部
監
督
課

　
　
☎
０
１
１
・
７
０
９
・
２
３
１
１

　
自
動
車
事
故
対
策
機
構（
ナ
ス
バ
）

よ
り
、
交
通
事
故
被
害
者
世
帯
の
み

な
さ
ん
に
次
の
援
護
制
度
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

●
重
度
後
遺
障
害
者
と
な
ら
れ
た
方

へ
介
護
料
支
給

・
対
象
者

　
自
動
車
（
バ
イ
ク
を
含
む
）
事
故

で
、
脳
や
脊
髄
ま
た
は
胸
腹
部
臓
器

に
損
傷
を
受
け
、
常
時
ま
た
は
随
時

の
介
護
を
必
要
と
す
る
方
で
一
定
の

要
件
に
該
当
す
る
方
（
自
損
、他
損
、

時
期
は
問
い
ま
せ
ん
）。

・
支
給
額

　
後
遺
障
害
の
程
度
や
介
護
サ
ー
ビ

ス
、
介
護
用
品
の
購
入
な
ど
に
応

じ
て
、
月
額
２
万
９
２
９
０
円
〜

13 各課・施設の電話／メールアドレス　→　保健福祉課　　　　　☎ 53 − 3000　　hoken@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　国民健康保険診療所　☎ 52 − 2301　　shinryousyo@sarabetsu.jp

　
平
成
31
年
４
月
か
ら
、
出
産
予
定

日
ま
た
は
出
産
日
が
属
す
る
月
の
前

月
か
ら
４
か
月
間（
産
前
産
後
期
間
）

の
国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る

制
度
が
始
ま
り
ま
す
。
な
お
、
多
胎

妊
娠
の
場
合
は
、
出
産
予
定
日
ま
た

は
出
産
日
が
属
す
る
月
の
３
か
月
前

か
ら
６
か
月
間
の
保
険
料
が
免
除
さ

れ
ま
す
。
免
除
期
間
は
保
険
料
を
納

付
し
た
も
の
と
し
て
老
齢
基
礎
年
金

受
給
額
に
反
映
さ
れ
る
の
で
、
対
象

の
方
は
役
場
住
民
生
活
課
窓
口
に
て

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
出
産
と
は
、
妊
娠
85
日
（
４
か

月
）
以
上
の
出
産
を
い
い
ま
す
（
死

産
、
流
産
、
早
産
さ
れ
た
方
を
含
み

ま
す
）。

●
対
象
者

　「
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
」

で
出
産
日
が
平
成
31
年
２
月
１
日
以

降
の
方
。

●
届
出
時
期

　
出
産
予
定
日
の
６
か
月
前
か
ら
届

出
可
能
で
す
の
で
、
速
や
か
に
届
出

く
だ
さ
い
。

※
た
だ
し
、
届
出
が
で
き
る
の
は
平

成
31
年
４
月
か
ら
で
す
。

●
必
要
な
も
の

・
印
鑑
（
認
印
可
、
ス
タ
ン
プ
印
は

不
可
）

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
確
認
で
き
る
も

の
（
通
知
カ
ー
ド
・
個
人
番
号
カ
ー

13
万
６
８
８
０
円
の
範
囲
で
支
給
。

・
注
意

　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
、
労
災
の
介

護
給
付
な
ど
と
の
併
用
は
で
き
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
総
合
支
援
法
に
基
づ

く
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
て
い
る
場

合
や
入
院
し
て
い
る
場
合
も
対
象
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
交
通
遺
児
友
の
会

・
対
象
者

　
(1)
自
動
車
事
故
に
よ
り
、
保
護
者
　

　
　
な
ど
が
亡
く
な
ら
れ
た
り
重
い

　
　
後
遺
障
害
が
残
っ
た
方
の
義
務

　
　
教
育
修
了
前
の
児
童

　
(2)
交
通
遺
児
等
育
成
基
金
が
行
う

　
　
交
通
遺
児
育
成
基
金
事
業
に
加

　
　
入
さ
れ
て
い
る
方

　
(3) 

(1)
ま
た
は
(2)
の
方
と
同
居
さ
れ

　
　
て
い
る
ご
家
族
（
年
齢
を
問
い

　
　
ま
せ
ん
）

・
会
費

　
無
料

・
活
動
内
容

　
子
ど
も
た
ち
や
ご
家
族
の
楽
し
い

思
い
出
作
り
が
で
き
る
よ
う
な
日
帰

り
や
泊
ま
り
が
け
の
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

・
そ
の
他

　
義
務
教
育
修
了
前
の
交
通
遺
児
な

ど
に
対
し
て
、
育
成
資
金
の
無
利
子

貸
付
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
自
動
車
事
故
対
策
機
構
釧
路
支
所

　
　
☎
０
１
５
４
・
32
・
７
０
２
１

　
札
幌
市
中
央
区
北
４
条
西
１
丁
目
１

　
北
農
ビ
ル

　
一
般
社
団
法
人
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス

　
北
海
道
生
産
統
括
部

　
　
☎
０
１
１
・
２
４
２
・
９
６
４
４

　
北
海
道
労
働
局
で
は
「
高
齢
者
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
・
就
職
促
進
事
業
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
講
習
で
は
、
技
能
講
習
を
修

了
す
る
こ
と
で
オ
フ
ィ
ス
施
設
の
清

掃
の
基
本
を
理
解
し
、
清
掃
作
業
員

と
し
て
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
基
礎
的
な
パ
ソ
コ
ン
の

操
作
を
学
び
、
就
職
活
動
に
役
立
て

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
３
月
６
日
（
水
）
〜
19
日
（
火
）

　
ま
で
の
土
曜
日
と
日
曜
日
を
除
く

　
10
日
間

　
ソ
ネ
ビ
ル

　
帯
広
市
西
６
条
南
６
丁
目
３
番
地

　
雇
用
形
態
に
よ
る
就
職
を
希
望

し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
登
録
し

て
い
る
55
歳
以
上
の
方
。

　
10
名

　
講
習
費
・
教
材
費
　
無
料

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
帯
広
及
び
関
連
施

　
設
や
公
共
の
施
設
に
備
え
付
け
の

　
受
講
申
込
書
を
左
記
ま
で
フ
ァ
ク

　
ス
ま
た
は
郵
送
。
２
月
21
日（
木
）

　
17
時
到
着
分
ま
で
受
付
。

●
選
考
会
・
説
明
会

　
２
月
25
日
（
月
）

　
日
建
学
院
旭
川
校

　
　
☎
０
１
６
６
・
22
・
０
２
０
１

　
　
　
０
１
６
６
・
24
・
５
５
２
１

保
険
料
の
産
前
産
後
期
間
の

免
除
制
度
が
始
ま
り
ま
す

自
動
車
税
の
住
所
変
更
を

お
忘
れ
な
く
！

パ
ソ
コ
ン
も
学
べ
る

オ
フ
ィ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
講
習

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

費
用
の
助
成
に
つ
い
て

働
き
方
改
革
関
連
法
の

お
知
ら
せ

対問

問

問問

問

問

問

特
別
障
害
者
手
当
な
ど
の

支
給
額
に
つ
い
て

対
象
動
物
を
飼
育
し
て
い
る
方
は

定
期
報
告
が
必
要
で
す

問

自
動
車
事
故
被
害
者
へ
の

支
援
制
度
に
つ
い
て

問

平成 31 年度 ( 月額 ) 平成 30 年度 ( 月額 ) 区　分

52,200 円 51,700 円 特別児童扶養手当１級

34,770 円 34,430 円 特別児童扶養手当２級

14,790 円 14,650 円 障害児福祉手当

27,200 円 26,940 円 特別障害者手当

14,790 円 14,650 円 経過的福祉手当
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　及川末雄さんが、１月１日

付けで法務大臣から人権擁護

委員の委嘱を受けました。

　人権擁護委員は、日常生活

のさまざまな問題、暴力やい

じめなどの相談をお受けし、

解決のお手伝いをします。お

悩みをお持ちの方は、お気軽にご相談ください。

　なお、村では及川さんのほかに、藤澤裕美さんが

委嘱を受けています。

●問い合せ

　役場住民生活課住民活動係　☎ 52 − 2112

及
おいかわ

川 末
す え お

雄さん

人権擁護委員の委嘱について人権擁護委員の委嘱について

更中生　全道に６名　全国に４名が出場
スピードスケート

髙久さんが推薦　７名が特選を受賞
北海道学生書道展覧会

　スピードスケートの全道大会に出場する更別中央中学校の生徒が 12

月 20 日に教育委員会事務局を訪れ、意気込みを伝えました。

　出場するのは越谷航くん ( ３年 )、水口智文くん ( 同 )、内海花梨さん ( ２

年 )、田中蘭珠さん ( 同 )、木村雅兜くん ( １年 )、半田快くん ( 同 ) の６

名。越谷くんは「表彰台、入賞を目指します。リレーはみんなと協力し

て頑張ります」と話してくれました。

　全道大会で好成績を残した４名の生徒が１月 23 日に役場を訪れ、２

月２日から５日にかけて長野県で開催される全国大会への出場を報告し

ました。

　出場する越谷くん、水口くん、内海さん、田中さんがそれぞれ力強く

意気込みを話し、西山村長は「体調を万全にして、練習の成果を発揮し、

悔いなく楽しんで滑ってほしい」と激励しました。

　翠泉書道教室に通う子どもたちが、第 71 回北海道学生書道展覧会で

優秀な成績を納めました。

　更別小学校２年の髙久絢未さんが特別賞に次ぐ推薦を受賞。太田莉央

さん ( 更別小学校１年 )、太田佳来くん ( 同２年 )、安村妃菜多さん ( 同

２年 )、太田彩心さん ( 同４年 )、棟方柊音くん ( 同４年 )、今井大翔くん ( 同

５年 )、安村龍之介くん ( 同５年 ) の７名が特選を受賞しました。

　推薦に選ばれた髙久さんは「筆の位置に気を付けて書きました。賞を

もらえて嬉しいです」と笑顔。指導する安江翠泉さんは「入賞者が多く

選ばれて嬉しいです。スタッフや保護者の協力に感謝したいです」と話

してくれました。　

●問い合せ　更別農業高校　☎ 52 − 2362

　更別農業高校とエア・ウォーター十勝食品が新たに

開発したキーマカレーが、２月 18 日に発売予定です。

　発売に先立ち、村内のみなさんに更農シリーズ新商

品をお披露目する試食販売会を行います！

　お時間のある方、お出かけついでに、お散歩がてら

に、ぜひお立ち寄りください。

※当日は社会福祉センター大ホールで更別村の教育を

　考える村民集会が行われています。

新商品「さらのうキーマ」

試食&先行発売のお知らせ

日時
10：30〜 13：00

２月17日 ( 日 )

社会福祉センター１階ロビー場所
10：30〜 13：00

２月17日 ( 日 )

社会福祉センター１階ロビー

文学・一般書児童文学・学習書ほか

え ほ ん

『ニッポンのおみくじ』

　　鏑木　麻矢／著

全国の個性豊かなお

みくじを紹介。ルー

ツや吉凶の順番など

豆知識も楽しい一冊。

今月のおすすめ本

新 着 図 書 案 内

お知らせ 今月の展示

更別村農村環境改善センター図書室だより 開館時間　９時 30 分〜 18 時 00 分

休 館 日　火曜日および祝祭日 ( 日・月・土以外 )

住 所　更別村字更別南２線 96 番地 11

　　　　　農村環境改善センター内

電 話　52 − 3171本ごよみ本ごよみ

今月の読みきかせ

２月 16 日 ( 土 )　11 時 00 分〜 11 時 30 分

９
９
９
ひ
き
の

き
ょ
う
だ
い
の
は
る
で
す
よ

(

木
村
　
　
研)

は
る
の
ワ
ン
ピ
ー
ス
を

　
　
　
　
　
つ
く
り
に

(

石
井
　
睦
美)

だ
っ
て
春
だ
も
ん
　(

小
寺
　
卓
矢)

●ＰＯＰカード展示

　冬休み期間中に小・中学生を対象とした冬休

みブックウォークを開催しました。

　10冊読破を目標とし、参加者11人中８人が

目標を達成しました。

　参加してくれたみなさんが本の感想を書いた

ＰＯＰカードを図書室前の掲示板に展示します

ので、この機会にぜひご覧ください。

　今回参加できなかったみなさんも次回ブック

ウォークの挑戦をお待ちしています。

ね
こ
の
オ
ー
ラ
ン
ド
ー

　
　
　
た
の
し
い
日
々

(

キ
ャ
ス
リ
ー
ン
・

　

　

ヘ
イ
ル)

■『ちょうどいいよ』

■『Chicken Said,“Cluck!”』

　　( 英語で読みきかせをします )

男
子
☆
弁
当
部
　(

イ
ノ
ウ
エ
　
ミ
ホ
コ)

そ
う
だ
っ
た
の
か
！

歴
史
人
物
な
ぞ
の
な
ぞ

(

楠
木
誠
一
郎)

天
皇
制
っ
て

　
　
　
な
ん
だ
ろ
う
？

(

宇
都
宮
健
児)

ど
ん
ど
ん

　
ど
ん
ぐ
り
工
作

(

ま
る
ば
や
し
　
さ
わ
こ)

ア
ン
パ
ン
マ
ン

　
　
　
　
大
図
鑑

(

や
な
せ
　
た
か
し)

お
し
り
た
ん
て
い
　
プ
プ
ッ

ゆ
き
や
ま
の
し
ろ
い
か
い
ぶ
つ
⁉

(

ト
ロ
ル)

た
ぬ
き
の
お
も
ち
　(

せ
な
け
い
こ)

つ
ち
を
ほ
ら
な
く
な
っ

た
ス
チ
ー
ム
シ
ョ
ベ
ル

(

ジ
ョ
ー
ジ
・

ウ
ォ
ル
タ
ー
ズ)

私
は
あ
な
た
の
記
憶

の
な
か
に

(

角
田
　
光
代)

光
ま
で
５
分
　
　(

桜
木
　
柴
乃)

フ
ラ
ン
ス
座
　  (

ビ
ー
ト
た
け
し)

テ
レ
ビ
が

　
見
世
物
だ
っ
た
こ
ろ

(

飯
田
　
　
豊)

極
夜
行
　
　
　
　(

角
幡
　
唯
介)

悪
童

小
説

寅
次
郎
の
告
白

(

山
田
　
洋
次)

平
場
の
月
　
　
　(

朝
倉
か
す
み)

あ
な
た
の
愛
人
の
名
前
は
　(

島
本
　
理
生)

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

や
っ
て
き
た

(

堀
川
ア
サ
コ)

ふ
た
つ
の

　
　
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

(

ロ
バ
ー
ト
・

ホ
ワ
イ
テ
ィ
ン
グ)

親
の
財
産
を
見
つ
け
て

実
家
を
た
た
む
方
法

(

内
藤
　
　
久)

大
図
解
　
届
け
出
だ
け

で
も
ら
え
る
お
金

(

井
戸
　
美
枝)

も
う
恥
を
か
か
な
い
文
章
術

(

神
山
　
典
士)

カ
ル
ピ
ス
を
作
っ
た
男
　(

三
島
　
海
雲)

決
戦
！
設
楽
原

武
田
vs
織
田
・
徳
川
軍

(

宮
本
　
昌
孝

他)

一般書コーナー　『バレンタインの本』

児童書コーナー　『ひなまつりのえほん』
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平成 30 年度交通量調査の
集計結果の訂正について

誤 正

国道 236 号・

南１線交差点

計 2,171 台

( 前回 H27　542 台 )

計 2,171 台

平均台数　542 台

( 前回 H27　568 台 )

南１線・本通り

交差点

計 674 台

( 前回 H27　306 台 )

計 674 台

平均台数　169 台

( 前回 H27　247 台 )

●問い合せ　役場企画政策課政策調整係　☎ 52 − 2114

　平成 30 年広報 12 月号に掲載した内容について、前回調査 ( 平

成 27 年度 ) との比較を調査期間中の１日平均台数で表示すると

ころを、調査期間中の総数で表示していました。

　つきましては、下記のとおり訂正しお詫び申し上げます。

行
政
区
対
抗

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

●
優
勝
　
旭
区

●
２
位
　
更
別
東
区

●
３
位
　
更
別
区

●
最
優
秀
選
手
賞

　
梶
　
　
昌
央(

旭
区)

●
優
秀
選
手
賞

　
山
角
　
直
紀(

更
別
東
区)

　
日
崎
　
隼
弥(

更
別
区)

　
宗
宮
　
翔
和(

若
葉
町)

髙
橋
　
謙
太(

勢
雄
区)

　
佐
々
木
大
地(

新
栄
町)

12/16

●
得
点
王

　︻
男
子
︼

　
森
田
　
孝
弘(

旭
区)

　︻
女
子
︼

　
塩
田
　
美
幸(

更
別
東
区)

●
フ
リ
ー
ス
ロ
ー
優
勝

　
佐
々
木
良
彰(

新
栄
町)

　
同
準
優
勝

　
田
井
　
一
彰(

更
別
東
区)

●
特
別
賞

髙
橋
　
宏
典(

勢
雄
区)

　
庄
司
　
健
流(

若
葉
町)

施設に関する問い合せなどは、熱中開拓機構 ( ☎ 66 − 4554) へお願いします。

1月 12日、熱中小学校が開催されました

　沢樹先生の講義では、ワインのテイスティング

の楽しみ方と料理との組合せについて学ぶことが

できました。

授業①「家庭科」　講師　沢樹　　舞 先生

　仲山先生の講義では、ゲームを通してコミュニ

ケーションの大切さとチームワークの難しさを学

ぶことができました。

授業②「体育」　講師　仲山　進也 先生

2月 23日、オープンスクールを開催します

　講師は、林浩史さん ( 株式会社十勝毎日新聞社

代表取締役社長 )、安部 敏樹さん ( 一般社団法人

リディラバ代表理事、株式会社 Ridilover 代表取

締役 )、宮川 順子さん ( 一般社団法人 MIIKU 日本

味育協会代表理事、株式会社ユーキャン食部門 

主任講師 ) です。

　授業は無料で見学できますので、お気軽にお越

しください ( 当日は 13 時から受付しています )。

生徒の原山歩さん、介護タクシー事業を開始

　生徒として十勝さらべつ熱中小学校に通う原山

歩さんが介護タクシー事業を開始しました。

　原山さんは「仲間が誰かの幸せのために行動を

起こしているのが原動力となりました。住み慣れ

た村で、健康で生きがいを持った生活ができるよ

うそのお手伝いをしたいです」と話しています。

　ご利用の際は事前予約が必要です。あいケアタ

クシー ( ☎ 080 − 6930 − 0560) へお問い合せ

ください。

　1 月 13 日に十勝さらべつ熱中小学校でプログ

ラミング教育の発表会が開催されました。

　これまで子どもたちがワークショップでさまざ

まなことにチャレンジして学んできたことが形と

なって発表されました。

　また、昭和区の岡田昌宏さんから農業と IOT に

ついて講演があり、発表会の最後には経済産業省

教育産業室長の浅野大介さんより講評をいただき

ました。

プロジェクトTECHについて

熱中小学校にモバイルハウス展示中

建築家の隈研吾さんがデザインしたスノーピー

ク社製のトレーラーハウスを展示しています。世

界が注目するモバイルハウスを是非ご覧ください。

　浅野先生の講義では、教育に関する発想の転換

の必要性と危機管理の重要性について学ぶことが

できました。

授業③「道徳 ( 進路指導 )」

　　　　　　　講師　浅野　大介 先生

16各課・施設の電話／メールアドレス →　教育委員会　　☎ 52 − 3171　　kyoui@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　子育て応援課　☎ 53 − 3700　　kosodate@sarabetsu.jp

村
で
事
業
展
開
を
進
め
て
い
る
政
策
課

題
の
遂
行
の
た
め
の
財
源
確
保
を
目
指

し
、
予
算
折
衝
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

村
と
し
て
、
既
に
採
択
を
受
け
て
い
る

Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
事
業
の
２
年
目
の
事
業
推

進
、ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
の
た
め
の﹁
近

未
来
技
術
等
社
会
実
装
事
業
﹂、
さ
ら

に
、
懸
案
事
項
で
あ
る
放
課
後
児
童
施

設
の
増
築
に
係
る
事
業
に
つ
い
て
、
内

閣
府
地
方
創
生
推
進
事
務
局
の
交
付
金

担
当
事
務
官
と
折
衝
を
行
い
、
財
源
確

保
に
向
け
た
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

　
現
在
、
他
の
案
件
を
含
む
予
算
要
望

書
・
事
業
計
画
書
を
内
閣
府
に
申
請
し
、

審
査
・
採
択
を
待
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　
各
省
庁
で
は
、
予
算
確
保
に
向
け
て

全
国
か
ら
上
京
し
て
く
る
多
く
の
自
治

　
昨
年
末
の
12
月
26
日
、
27
日
の
両
日
に
わ
た
り
東

京
で
開
催
さ
れ
た
﹁
福
祉
自
治
体
ユ
ニ
ッ
ト
﹂・﹁
人

口
減
少
に
立
ち
向
か
う
自
治
体
連
合
﹂
の
全
国
研
修

会
に
保
健
福
祉
課
の
職
員
２
名
と
参
加
し
ま
し
た
。

　
研
修
会
に
先
立
っ
て
内
閣
府
に
赴
き
、
国
の
地
方

創
生
に
関
わ
る
第
２
次
補
正
予
算
成
立
に
伴
い
、
本

内
閣
府
・
厚
労
省
へ

　
　
　

恒
例
の
年
末
の
予
算
要
望
！

17 各課・施設の電話／メールアドレス → とかち広域消防事務組合更別消防署 ☎ 52 − 2201　　syoubou@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　ふるさと館　　　　　　　　　　☎ 52 − 2211　　furusato@sarabetsu.jp

保
険
料
等
の
今
後
の
見
通
し
や
、
村

と
し
て
掲
げ
て
い
る
﹁
い
つ
ま
で
も

地
域
と
つ
な
が
り
、
活
き
活
き
と
活

躍
で
き
る
環
境
﹂﹁
健
康
寿
命
を
延

伸
す
る
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
﹂﹁
医
療

を
含
め
た
施
設
・
住
宅
サ
ー
ビ
ス
を

安
心
し
て
利
用
で
き
る
仕
組
み
づ
く

り
﹂﹁
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ツ
ー
ル
を
活
用
し
た

医
療
介
護
連
携
の
取
組
み
﹂
な
ど
を

詳
し
く
報
告
・
説
明
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
引
き
続
き
国
か
ら
の
支
援
と
指

導
・
助
言
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
本
村
が
北
海
道
の
医
療
介
護
の
先

進
的
な
地
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、﹁
引

き
続
き
努
力
を
し
て
く
だ
さ
い
。
期

待
し
て
い
ま
す
﹂
と
局
長
か
ら
お
褒

め
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

体
の
陳
情
団
と
す
れ
違
い
ま
し
た
。
皆
、
真
剣
な

ま
な
ざ
し
で
、
私
も
負
け
て
い
ら
れ
な
い
と
闘
志

を
新
た
に
力
が
入
り
ま
し
た
。
こ
の
時
期
の
各
省

庁
へ
の
働
き
か
け
が
、
本
村
の
健
全
な
財
源
確
保

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
の
で
す
。

　
福
祉
ユ
ニ
ッ
ト
で
の
研
修
の
翌
日
に
は
厚
労
省

へ
赴
き
、
樽
見
保
険
局
長
と
高
齢
者
医
療
課
の
小

森
課
長
補
佐
と
面
談
し
ま
し
た
。

　
国
か
ら
の
認
定
を
い
た
だ
い
て
い
る
﹁
保
健
医

療
２
０
３
５
・
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
　
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｌ
Ｔ
Ｈ
　
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｅ
﹂
に
基
づ
く
本
村
の

保
健
医
療
の
取
り
組
み
状
況
、
特
に
﹁
更
別
村
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進
に
向
け
た
取
組

み
﹂
に
つ
い
て
、
本
村
の
保
健
・
医
療
・
福
祉
の

現
状
と
課
題
、
人
口
の
推
移
と
高
齢
化
率
・
介
護

総
合
文
化
部
に
つ
い
て

　
　
　
　
２
年
Ａ
組
　
原
田
こ
る
り

　
更
別
農
業
高
校
に
は
総
合
文
化
部

と
い
う
部
活
が
あ
り
ま
す
。
主
に
活

動
し
て
い
る
の
は
写
真
班
と
美
術
班

で
す
。
現
在
、
写
真
班
に
入
っ
て
い

る
人
数
が
７
人
、
美
術
班
に
入
っ
て

い
る
人
数
は
11
人
で
す
。

　
写
真
班
の
普
段
の
活
動
は
日
々
自

由
撮
影
で
、春
と
秋
に
大
会
が
あ
り
、

今
年
は
ど
ち
ら
の
大
会
で
も
入
賞
し

ま
し
た
。
か
わ
い
い
お
花
の
写
真
や

虫
の
写
真
、
他
に
も
風
景
を
映
し
た

素
敵
な
写
真
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
き

れ
い
な
写
真
や
か
わ
い
い
写
真
、
植

物
の
写
真
な
ど
高
校
生
ら
し
い
作
品

が
多
い
で
す
。
写
真
は
学
校
の
掲
示

板
に
飾
っ
て
い
ま
す
。

　
美
術
班
の
普
段
の
活
動
は
、
毎
週

水
曜
日
の
放
課
後
に
図
書
室
で
活
動

し
て
い
ま
す
。
描
く
絵
は
自
由
に
、

季
節
の
絵
を
描
い
て
い
ま
す
。
自
分

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
絵
や
模
写
し
た
絵

な
ど
を
描
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
学

校
だ
け
に
限
ら
ず
、
家
で
描
い
て
く

る
部
員
も
い
ま
す
。
夏
休
み
や
冬
休

み
に
少
し
難
し
い
絵
を
描
い
て
み
て

も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ア
ニ
メ

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
ゲ
ー
ム
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
で
も
い
い
で
す
。
完
成
し

た
作
品
は
写
真
班
と
同
じ
掲
示
物
を

貼
る
と
こ
ろ
に
貼
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
総
合
文
化
部
の
二
つ

の
班
は
写
真
班
と
美
術
班
に
分
か
れ

て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
と
て
も
楽
し

い
部
活
で
す
。

『涼』

１年Ａ組　町田知奈美

『キャラクター』

２年Ｂ組　辻　日和



総人口

3,175 人
（＋ 8 人）

男性

1,571 人
（＋ 2 人）

女性

1,604 人
（＋ 6 人）

世帯数

1,320世帯
（＋ 1 世帯）

地域安全ニュース

■更別村の交通死亡事故死ゼロ記録

　219 日 (1 月 31 日現在 )

■地域安全運動のお知らせ

　「元号の改元による銀行法改正に伴い、不正操

作防止用キャッシュカードに変更する」「変更申

込書に暗証番号などを記載し、現在使用してい

るキャッシュカードを返送して欲しい」旨の封

書が届いたとの特殊詐欺の相談が寄せられてい

ます。「キャッシュカードを送付」「自宅まで取

りに行く」は詐欺のキーワードです。家族や警

察に相談しましょう。

戸籍の窓口

誕生おめでとう

若
わか

　原
はら

　　　心
ここ

 ちゃん　( 本　町）拓・蘭

首
す

　藤
とう

　羽
う

　衣
い

 ちゃん　( 新栄町）大介・愛美

首
す

　藤
とう

　雛
す

　衣
い

 ちゃん　( 新栄町）大介・愛美

　　野
の

　桔
きっ

　平
ぺい

 く　ん　( 更南区）篤人・愛

西
にし

　川
かわ

　陽
はる

　翔
と

 く　ん　( 平和区）裕貴・美香

佐
さ

　藤
とう

　大
たい

　志
し

 く　ん　( 更別区）樹彦・知美

中
なか

　川
がわ

　侑
ゆう

　吾
ご

 く　ん　( 新栄町）昇伍・恵那

塩
しお

　田
だ

　海
かい

　斗
と

 く　ん　( 更別区）靖洋・里沙

　磯　　長三郎 さん（協 和 区）　94 歳

山　田　　　清 さん（錦 町）　93 歳

吉　田　ふじ子 さん（北更別区）　93 歳

西　田　國　藏 さん（中 央 町）　88 歳

七　海　勇　喜 さん（昭 和 区）　84 歳

西　村　明　枝 さん（花 園 町）　79 歳

　10ヶ月から歩けるようになりまし

た。よく食べよく動きよく笑いとって

もかわいいです。保育所にも通ってい

るから皆仲良くしてね♡

　　　　　　　　　　　　歩・秋子

原は
ら
や
ま山

　
春は

る

か花 

ち
ゃ
ん

平
成
30
年
2
月
12
日
生

曙
町

佐さ

と

う藤
　
　
匡
た
す
く 

く
ん

平
成
30
年
2
月
28
日
生

南
更
別
区

　やさしい顔してやる事は大胆な我

が家の元気丸たすくです。いつもお兄

ちゃんを追いかけています。たまには

ケンカもするけれどとっても仲良しで

す。これからもたくさん食べて元気に

大きく育ってね！！

　　　　　　　　　　　　健太・愛

田た

な

か中
　
　
漣れ
ん 

く
ん

平
成
30
年
2
月
17
日
生

北
更
別
区

　漣
さざなみ

のように地道な努力を続け影響力

のある子になってほしいと名付けまし

たが、毎日がビッグウェーブ(笑 )

　いいよその調子！その澄んだ瞳と心

でたくさんの事を吸収してね！

　　　　　　　　　　　　篤・りな

たか
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